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１．新型コロナウイルス感染症対策について            

 新型コロナウイルス感染症対策 主な事業  

「蓮田市新型コロナウイルス対策本部会議」を設置し、令和４年３月末までに９２回の会議を

重ね、市の感染症対策の方針を決定し、全庁的に取り組んでおります。 

 市民の皆様への生活支援としては、水道料金の基本料金とメーター使用料の減額、有料指

定ごみ袋の無料配布を実施し、経済支援としては、小規模事業者等支援金、家賃支援金の

交付、新生児特別定額給付金等を実施してまいりました。 

 また、県内でいち早くアイソレータを導入し、感染防止を徹底しながらの救急搬送を行っており、

ＰＣＲ検査会場への移動手段がない方に対しては、ネッツトヨタ東埼玉株式会社から無償貸与

を受けている飛沫循環抑制車両を活用し、送迎サービスを実施しております。 

 今後は、ワクチン接種の進捗状況を踏まえ、経済活動の迅速な再開に向けての支援、さらに

は新型コロナウイルス収束後を見据えた、総合的な施策についても、推し進めてまいります。 

 

 ワクチン接種の状況  

◆新型コロナウイルス感染症のまん延防止を図るため接種を進めています 

蓮田市では現在、主に１２歳以上の３回目接種と５歳から１１歳のかたの１・２回目接種を行

っています。（令和４年３月２５日から新たに、１２歳から１７歳のかたが３回目接種の対象となり

ました。） 

令和４年４月１１日時点で３回目の接種を受けたかたの割合は、６５歳以上で約８９．１％、

１２歳以上で約５２．３％となっています。 

また、国からの指示を受け４回目接種に向けた準備も進めています。３回目接種からの間隔

や接種対象など詳細が国から示され次第、開始できるよう努めてまいります。 

 

 新型コロナウイルス感染症の状況  

◆新型コロナウイルス感染症対策の周知に努めています 

新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は、極めて高い水準で推移しております。マスク

着用や手洗い、手指消毒をはじめ、換気や３密の回避等の基本的な感染予防行動について、

引き続き市民の皆様のご協力をいただくよう、周知に努めております。また、感染状況を踏まえた、

安心・安全な市民生活を守るための施策について、検討していきます。 
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２．蓮田駅西口第一種市街地再開発事業について             

 事業の概要  

再開発事業の３本の柱

のうち、幹線道路及び駅前

広場は平成２５年３月まで

に完成し、最後の柱である

再開発ビルが令和２年１０

月に完成しました。 

令和３年３月に区域内の

緑地整備、事業の清算が

完了し、昭和６０年の都市

計画決定から３５年を経て、

蓮田駅西口第一種市街地

再開発事業が完了しまし

た。 

 再開発ビルの概要  

敷地面積  6,821.11 ㎡   建築面積  4,177.94 ㎡   延床面積  21,741.49 ㎡ 

構 造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、地上１４階（高さ 43.54m） 

住宅戸数  168 戸   駐車台数  223 台(自走式立体駐車場) 

用 途  住宅､診療所､店舗､公益施設（子育て支援･行政窓口･地域包括支援センタ

ー･オープンギャラリー･クッキングルーム･会議室等)、公益施設（保育所）､駐車施

設 

 事業の整備状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火水槽 

公共施設計画図 

蓮田駅西口再開発ビル 

「プレックス蓮田」 

R2.10 完成 

蓮田駅 

株式会社エスエス © 
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    蓮田駅西口行政センター配置図 

 

【２階配置図】 

 

子育て支援エリア 

妊娠から出産、子育ての総
合窓口として、子育てひろ
ば、保育室、子育て世代
包括支援センター、ファミリ
ー・サポート・センター、子育
てコンシェルジュを集約した、
子育てサポートコーナー「プ
レックス・キッズ」を開設して
います。 

 

市民活動エリア 

オープンギャラリーでは、絵
画や書道の展示が行えるほ
か、サークルの打合せや待
合せなど、フリースペースとし
てもご利用いただけます。ま
た、さまざまな活動やセミナ
ー等に利用できる会議室、
クッキングルームを備えてい
ます。 

行政窓口エリア 

行政サービスコーナーでは住
民票や各種証明の交付の
ほか、転入・転出の受付や
出生・婚姻などの戸籍届
出、その他市役所窓口業
務の一部を行っています。 
また、高齢者の相談窓口と
して「蓮田地域包括支援セ
ンター」を設置しています。 

 

 

行政窓口エリア 

子育て支援エリア 

市民活動エリア 

その他エリア 

保育室 

子育て事務室 
子育て 
ひろば 

オープンギャラリー 

待合スペース 

事務室 

管理室 

スタッフルーム・書庫 

蓮田地域包括 
支援センター ギャラリー 

倉庫 

男子トイレ 

防災倉庫 

クッキングルーム 

会議室２ 

会議室１ 

階段 

相談室 1 

エスカレーター 

階段 

駐車場 

駅
前
広
場
側 

女子トイレ 多機能 
トイレ 

親子 
トイレ 

相談室 2 

印刷室 

女子 
トイレ 

授乳室 倉庫 給湯室 

エレベーター 

風除室 

行政サービス 
コーナー 

 

子育てサポートコーナー 
プレックス・キッズ 

お
む
つ
替
え 

（面積約 1,500 ㎡ 約 450 坪） 

（約95㎡） 

（約72㎡） 

（約77㎡） 

（約32㎡） 

（約46㎡） 

（約50㎡） （約88㎡） 

（約7㎡） 

（約88㎡） 

（約35㎡） 

（約40㎡） 
（約59㎡） 

（約92㎡） 

（約16㎡） 

（約79㎡） 

 

自販機 

公益施設 
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３.蓮田 SA(上り線)及びスマートＩＣのフルインター化について   

 東北自動車道 蓮田サービスエリアの慢性的な混雑解消や利便性の向上、交通安全対策

の強化などを目的として、川島地区内に、令和元年７月２９日、上り線専用の新蓮田サービス

エリアがオープンしました。 

 新蓮田サービスエリア（上り線）には、従来の蓮田サービスエリアと比較して、小型車の駐車場

が２.５倍の約 350 台分、大型車の駐車場が４倍の約 120 台分が整備されました。商業施設は

約２倍に拡張され、「Ｐａｓａｒ（パサール）蓮田」（上り線）として営業しています。 

 一般道側から利用できる駐車場も約９０台分整備され、高速道路の利用者以外のかたも商

業施設を利用することができるようになっています。また、ヘリポートや防災倉庫など、大規模災

害における防災拠点化機能も備えています。 

 
 

 

現在、蓮田スマートＩＣは、普通車・軽自動車・自動二輪車限定で東京方面への入口と東

京方面からの出口が利用できます。 

 蓮田市では、ネクスコ東日本のサービスエリア改築計画に合わせ東北・宇都宮方面への入口

と出口の設置と利用車種を大型車まで拡大するフルインター化の検討を国、県、ネクスコ東日

本、警察などの関係機関と進めてきました。その結果、令和元年９月２０日には、蓮田サービス

エリアのフルインター化について国土交通大臣から連結許可が下りました。 

令和４年４月２４日１５時には、蓮田サービスエリア（上り線）に東京方面への入口と宇都宮

方面からの出口がオープンいたします。 

 また、黒浜地内にある上り線サービスエリア（閉鎖中）と下り線サービスエリアを２本の橋で接続

し、下り線専用のサービスエリアに改築する計画が進行中です。 

 今後は引き続き、国、県、ネクスコ東日本、さいたま市、白岡市などの関係機関、地権者や

市民の皆様のご理解、ご協力を得ながら、フルインター化に向け整備を進めてまいります。 

  

令和４年３月撮影 

東北自動車道 

至 宇都宮→ 

←至 東京 

蓮田サービスエリア（上り線） 

スマートＩＣ 

整備箇所 
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  蓮田ＳＡ（改築計画）・スマートＩＣ整備（フル化計画）について  

 

 

①蓮田ＳＡ改築前 
 
 
                               
 東京方面                                        宇都宮方面 
 

                     
 

 
 

 
 
 

②蓮田ＳＡ（上り線）完成（現在） 
 スマートＩＣ（上り線） 令和４年４月２４日（日）１５時 開通 
 
 
                                                                
                        
 東京方面                                                         宇都宮方面 
 

     
 

 
 
 
 
 
 
 
③蓮田ＳＡ改築完了 
（スマートＩＣ完成〈最終形〉） 
 
 
                       
 東京方面                                                  宇都宮方面 
 

     
 

 
 
 
 

スマートＩＣ 

東京方面への入口 

スマートＩＣ 

東京方面からの出口 

新蓮田ＳＡ（上り線） 

完成 

スマートＩＣ（下り線） 

宇都宮方面への入口 

東京方面からの出口 

スマートＩＣ（上り線） 

東京方面への入口 

宇都宮方面からの出口 

ＳＡ機能を 

新ＳＡに移設 

一旦閉鎖 スマートＩＣ 

東京方面への入口 

スマートＩＣ 

東京方面からの出口 

下り線専用ＳＡ 

上り線専用ＳＡ 

スマートＩＣ（上り線）整備中 

東京方面への入口、宇都宮方面からの出口 
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   資料４ 
 

４．蓮田都市計画事業(仮称)高虫西部土地区画整理事業について   

 高虫西部地区における産業団地の整備  

高虫西部地区は、第５次総合振興計画及び都市計画マスタープランにおいて、工業・流通

業務系ゾーンとして位置づけられており、市が産業団地の整備を最優先で進めている地区です。

この地区は市街化調整区域に指定されていますが、産業団地を創出するため、区域区分の見

直しを行い、市街化区域への編入を進めます。 

現在、地権者組織である土地区画整理組合設立準備会、業務代行予定者のエム・ケー

株式会社、造成工事に関する支援を行う清水建設株式会社及び市が役割分担のうえ、区画

整理組合設立認可に向けた作業を進めています。 

 これまでの経緯  

平成１９年１２月  第４次総合振興計画の土地利用構想に産業集積ゾーンとして位置付け 

平成２３年１２月  地元自治会等から市議会へ「高虫地区に産業立地の推進に関する請願」

が提出され、議員総員で可決される 

平成２５年１０月  「高虫土地利用推進協議会」が設立 

平成３０年１０月  「高虫西部地区土地区画整理組合設立準備会」の結成 

令和元年９～１１月  準備会による土地区画整理事業業務代行予定者の募集及び決定 

令和元年１１～１２月   県条例に基づく環境影響評価調査計画書の縦覧・説明会 

令 和 ２年 ３月  準備会と業務代行予定者が「土地区画整理事業の推進に係る覚書」を締結 

令和３年３月～  県環境影響評価条例に基づく現地調査 

令和３年 １２月  準備会、エム・ケー㈱及び清水建設㈱が事業推進に関する協定書を締結 

 施行予定区域  

施行面積：約２６．３ｈａ 

区域区分：市街化調整区域（無指定地域） 

農振農用：青青 

農地区分：第１種農地 

 行田蓮田線バイパスの整備  

産業団地整備区域内には、高虫交差点から

主要地方道 川越栗橋線を結ぶ行田蓮田線の

バイパス計画（幅員１５ｍ）があり、埼玉県と協議

を進めています。令和元年度にはバイパス計画の

うち、蓮田市内の区間について、県と市で「高虫

西部地区産業団地（工業団地）の開発に伴う

主要地方道行田蓮田線バイパスの整備に関す

る覚書」を締結しました。 

 土地区画整理事業の造成工事が完了するま

での供用開始を目標とし、バイパス整備を進めて

いきます。 

 

県・市で整備 

区画整理で整備 

地区外延伸部 
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５．蓮田駅西口通線延伸工事について                

整 備 延 長  ： 約 430ｍ（未整備区間） 

道 路 区 分  ： ４種２級 

計画交通量 ： 7,400 台～ 9,500 台 

設 計 速 度  ： ４０ｋｍ/ｈ 

道 路 幅 員  ： １６ｍ（交差点部は１８ｍ） 

車 道 幅 員  ： ９ｍ 

歩 道 幅 員  ： ３.５ｍ 

現 状 ： 平成３１年３月１日、事業認可取得のための説明会を開催 

令和２年１１月２日、事業認可取得 

今後の予定  ： 用地買収のための交渉を進める予定 

６．県道蓮田鴻巣線歩道整備事業について              

蓮田駅東口周辺地区の歩行者の安全の確保や中心商業地としての賑わいを創出するため、

県道蓮田鴻巣線の第一岩槻踏切から、蓮田駅東口黒浜線の交差点まで約 195ｍの区間の

両側に２.５ｍの歩道を整備し、全幅員１２ｍとします。 

 

現    状 ： 平成３０年４月２日、埼玉県杉戸県土整備事務所と蓮田市で「一般県道

蓮田鴻巣線歩道整備事業の事務委託に関する基本協定書」を締結 

令和３年４月２８日、埼玉県と蓮田市で「令和３年度一般県道蓮田鴻巣

線歩道整備事業委託契約書」を締結し、歩道整備事業に必要な土地の

取得及び物件の移転並びに登記に関する業務を蓮田市が受託 

今後の予定  ： 蓮田市が用地を確保し、街区単位を基本に歩道を整備する 

（概ね１０年間で完成することを目標） 

 

   ※令和４年２月１日現在進捗率  

買収予定面積 約 759 ㎡中 買収済面積 約 220 ㎡ （約２９％） 

７．県道蓮田杉戸線整備事業について                

現在、埼玉県杉戸県土整備事務所が主体となり、蓮田駅東口駅前広場入口の交差点か

ら黒浜小学校付近の県道蓮田杉戸線に至るまで、新設道路整備事業を進めています。 

 

整 備 延 長  ： 約 580m（全体計画 約 1,940m 整備済み区間 約 1,360ｍ） 

道 路 区 分  ： ４種２級 

設 計 速 度  ： ４０ｋｍ/ｈ 

道 路 幅 員  ： １４ｍ 

車 道 幅 員  ： ７ｍ 

歩 道 幅 員  ： ３.５ｍ 

現   状 ： 埼玉県が、藤ノ木坂交差点から未整備区間の用地買収を進めており、現

在の取得率は８割強 

今後の予定  ： 継続して用地買収を進める予定 
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８．東埼玉病院周辺整備について                                      

平成２９年度に黒浜公園・東埼玉病院周辺整備基本計画を策定し、黒浜公園の再整備

を行うとともに、東埼玉病院敷地の一部と財務省所有地、黒浜日野手緑地を含めた大規模

な公園の整備を予定しております。現在、計画の実現に向け、財務省および東埼玉病院との

土地利用計画を含めた協議を進めております。 

・ 市道 1463 号線等整備事業 

現在、県道蓮田杉戸線から東埼玉病院敷地内を通り、蓮田松韻高等学校へ抜ける新設

道路の整備事業を進めています。 

整備延長 ： 約 720ｍ   道路区分 ： ３種４級   設計速度 ： ４０ｋｍ/ｈ 

道路幅員 ： １２ｍ     車道幅員 ： ７ｍ      歩道幅員 ： ２.５ｍ 

現 状 ： 平成３０年度から、東埼玉病院敷地内の新設道路（市道 1472 号線）の工 

事を開始し、病院正門付近までの道路築造工事が概ね完了した。 

今後の予定 ： 新設道路（市道 1472 号線）の早期開通を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．蓮田松韻高校までのバス路線の延伸について            

現在、蓮田松韻高校へのアクセスは、朝日バスの東埼玉病院バス停が最寄りとなっています。

東埼玉病院行きのバスは、蓮田駅東口から平日は４９本、休日は３９本運行されており、蓮田

松韻高校の生徒にも多く利用されています。しかし、東埼玉病院バス停から蓮田松韻高校まで

は、徒歩で約８分かかります。 

 平成２８年７月２１日には、蓮田松韻高校から、バス路線の延伸、新たな道路整備、夜間照

明の増設を求める要望書をいただきました。 これを受け、市では現在、東埼玉病院敷地内に

新設道路（市道 1472 号線）の整備を進めています。また、黒浜公園・東埼玉病院周辺整備

基本計画において、バス転回場の整備も計画しています。今後は、道路整備の進捗を見なが

ら、朝日自動車（株）と蓮田松韻高校までのバス路線延伸に向けた協議を進めていきます。 

基本計画平面図 
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１０．ほ場整備事業「県営」閏戸地区の概要           

 事業の目的  

 本区域は、蓮田市の中西部に位置し、西側を一級河川綾瀬川と東側を見沼代用水に囲

まれた３８．５ｈａの水田地帯です。 

 地区内の農地は、昭和８年～１１年に耕地整理により１０ａ区画に整備されましたが、現在の

農業機械では区画や道路が狭く、ほ場内の用排水路の大半は用排分離されているものの土

水路で、用水の適正な配分や排水の流出に支障をきたしている状況にあります。また、農業者

の高齢化や後継者不足に伴い、農地の維持保全が困難な状況となっています。 

 そのため、地域の将来像を描いた営農ビジョンに基づき、農地中間管理事業と連携を図りな

がら、担い手への農地集積に必要な基盤整備を迅速に行う「埼玉型ほ場整備事業」を実施し、

農業競争力の強化を図っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 事業の概要  

事 業 名 ： ほ場整備事業（埼玉型） 

受益面積 ： ３４.０ha（水田：３２.０ha 畑：２.０ha） 

総事業費 ： 370,700 千円（工事費 291,000 千円、測量・設計費 79,700 千円） 

事業期間 ： 平成２９年度～令和２年度  

負担区分 ： 国５０％、県２７.５％、市２２.５％、地元０％※ 

全体事業量 ： ほ場整備工 ３８.５ha、農業用用排水施設１０.５km、農作業道４.２km 

進 捗 率 ： 100％（令和２年５月２９日 工事完了） 

 

 ※地元負担 0％について …… 道路、用排水路の用地を所有者が寄付採納し、12.5％の地元の負担

分は市が負担する方法で事業を行った。 

凡例

Ｈ３０年度

Ｒ元年度

【整備後】 
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１１．蓮田市役所西棟新築工事について             

 建設に至る経緯  

・ シルバー人材センターの旧事務所は、関山３丁目にある旧福祉事務所を使用していたが、

耐震基準を満たしていないため建て替えが必要となった。 

・ 関係各課で構成する庁内検討会議を設置し、移転を含め、場所の選定等の検討を行い、

市役所庁舎西側敷地への移転に決定した。 

・ この検討会議において、建築における基本計画を作成。庁舎敷地内であるため、市役所

会議室および倉庫棟併用の建物とすること、同所に駐車場整備も行う等の基本計画となっ

た。 

 蓮田市役所西棟新築工事の概要  

・ 平成３０年度の事業として同所の樹木伐採及び文化財発掘調査を実施した。また、建物

の実施設計を行った。 

・ 令和２年３月に工事が完了し、引き渡された。 

・ 駐車場整備による駐車台数は、来客駐車場を含め４７台を整備した。 

・ 建物の名称は「蓮田市役所 西棟」に決定した。 

 建物の概要  

＜建築費＞建築 318,890 千円、機械 41,052 千円、電気 29,568 千円 

鉄筋コンクリート造、２階建て、切妻屋根、エレベーター完備 

建築延床面積 合計約 783 ㎡ 

（シルバー人材センター事務所部分約 270 ㎡、 

市役所会議室及び書庫等倉庫部分約 320㎡、共用部分約 193㎡） 
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１２．保育園の建設、こども医療費の助成 

 市では、保育園の待機児童の解消を図るため、公立保育園の新設や改築について

計画的に取り組むとともに、民間活力を活用し、学校法人や社会福祉法人が行う保

育園の整備費の一部や開園後の施設の運営費に対し補助金を交付しています。 

また、子どもが必要とする医療を容易に受けられるようにするため、満 18 歳の

年度末までの入院・通院にかかる保険診療分の一部負担金を助成しています。 

 ※認定こども園とは教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育園の両方の良さを

あわせ持つ施設です。 

 

保育園の建設 

 

① 蓮田ねがやど保育園  

 

●所 在 地 蓮田 4-79 

  ●建物概要 

   １階建、延床面積 627.70 ㎡ 

  ●定  員 90 名 

  ●開  園 平成 2２年５月 1 日 

 

 

② 認定こども園しらゆり  

  ●運営主体 学校法人 慶和学園 

  ●所 在 地 御前橋 1-5-5 

  ●建物概要 

   3 階建、延床面積 1490.79 ㎡ 

  ●定  員 

   幼稚園 60 名 

   保育園 90 名 

  ●開  園 平成 26 年 4 月 1 日 

 

 

③ 花星こども園（旧花星保育園） 

  

  ●運営主体 社会福祉法人 希空
の あ

 

  ●所 在 地 閏戸 2796 

  ●建物概要 

   ２階建、延床面積 644.50 ㎡ 

  ●定  員 7８名 

  ●開  園 平成 28 年 4 月 1 日 
  ※令和 3 年 4 月 1 日、認定こども園 
   へ移行。移行後の定員は、 

幼稚園  6 名 
   保育園 77 名 
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④ 蓮田みぬま保育園 

  ●所 在 地 見沼町 4-3 

  ●建物概要  

   ２階建、延床面積 756.00 ㎡ 

●定  員 80 名 

  ●開  園 平成 28 年 10 月 11 日 

  ※中央保育園の改築中は代替園舎と
し て 利 用し 、 平成 30 年 4 月
から新園として開園しました。 

 

⑤ 中央保育園 

  ●所 在 地 上 2-11-2 

  ●建物概要  

   ２階建、延床面積 766.00 ㎡ 

●定  員 90 名 

  ●開  園 平成 30 年 4 月 1 日 

  ※保育室のほか、一時保育室、子育
て支援センターも整備しました。 

 

⑥ 東保育園 

  ●所 在 地 東 5-8-32 

  ●建物概要  

  【保育室棟】 

２階建、延床面積 446.40 ㎡ 

保育室（０～5 歳児）、一時保育室 

  【事務室棟】 

   ２階建、延床面積 75.61 ㎡ 

●定  員 6５名 

●開  園 平成３１年４月１日 

  ※保育室のほか、一時保育室も整備し 
ました。 

 

⑦ とねの会はすだ保育園 

  ●運営主体 社会福祉法人とねの会 

●所 在 地 蓮田 3-141 

  ●建物概要  

   ２階建、延床面積 約 788 ㎡ 

  ●定  員 72 名 

●開  園 令和 2 年４月１日 

  ※保育室のほか、一時保育室、子育て 
   支援センターを併設。 
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⑧ 星の子ルチア保育園 

  ●運営主体 社会福祉法人彩恵会 

●所 在 地 馬込１－６８ 

  ●建物概要  

   ２階建、延床面積 約 783.41 ㎡ 

  ●定  員 90 名 

●開  園 令和４年４月１日 

 

 

⑨ 幼稚園型認定こども園大山幼稚園 

  ●運営主体 学校法人大山学園 

●所 在 地 閏戸 4034 

  ●建物概要  

   ２階建、Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟 

延床面積 1,994.06 ㎡ 

  ●定  員 39 名（保育園部分） 

●開  園 令和４年４月１日 

※幼稚園からの移行 

 

こども医療費の助成 

  ●対  象  満１８歳の年度末までの入院・通院にかかる保険診療分の一部

負担金（高額療養費等他の制度から支給されるものを除く） 

  ●事 業 費  ２１６，３０８千円 

うち、県費２６，６００千円（就学前児童分のみ） 

  ●制度改正  令和３年１月診療分から、こどもの対象を満１８歳に達する日

以後の最初の３月３１日までにある者に拡大 

         令和４年１０月診療分から、現物給付の範囲が、埼玉県内に拡

大予定 
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１３．小・中学校の状況                    
 

 蓮田市の小・中学生の学力は県内上位  

〇令和３年度の全国学力・学習状況調査 

小・中学校ともに、国語、算数・数学で、県と全国の平均を上回りました。 

〇令和３年度の埼玉県学力・学習状況調査 

小学校４年生から６年生の国語、算数、中学校全学年の国語、数学、英語のほぼ全領

域で、県の平均を上回りました。特に、小学校５年生の算数の伸びは大きく、小学校４年生

から中学校１年生の算数・数学は、県の平均を大きく上回っていました。 

 

 ＧＩＧＡスクール構想  

国が推進するＧＩＧＡスクール構想に基づき、高速大容量の校内ＬＡＮ整備と、児童・生徒・

教員用のタブレットパソコン 4,700 台の整備を令和２年度に完了しました。 

令和３年度は、１人１台端末の基本的な操作に慣れることを目指し、学習支援アプリ等を発

達段階に応じて活用し、児童生徒の興味関心を高める授業づくりを推進しました。 

 

 

 小・中学校校舎等耐震化について  

学校施設の耐震化を最優先に取り組み、平成２７年度にすべて完了しました。 

●小学校２１棟（校舎１３棟・体育館５棟・給食棟３棟）［平成１２～２７年度］ 

中学校１２棟（校舎８棟・体育館４棟）［平成１９～２６年度］ 

●事業費 2,551,133 千円（小学校 1,413,636 千円・中学校 1,137,497 千円） 

    

 小・中学校普通教室にエアコン設置  

 小・中学校の普通教室にリース方式でエアコンを設置し、児童生徒の快適な学習環境を整

え、平成２９年６月から全校一斉稼働しました。 

●設置教室数 180 教室（小学校８校 120 教室・中学校５校 60 教室） 

●令和３年度予算（リース料）39,788 千円（小学校 26,918 千円・中学校 12,870 千円） 

リース期間１０年 平成２９年６月～令和９年５月 〈参考〉397,872 千円 

    
 
 
 
 
 
 
 

 
室内機                      室外機  
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１４．史跡黒浜貝塚の整備について            

 

黒浜貝塚は、南関東の自然環境の変遷や当時の生業を考える上で重要な史跡といわれて

います。集落の構造は、中期以降顕著となる環状集落の始まりとも見られており、集落の変遷

を考える上で貴重だとして、平成１８年に国史跡に指定されました。 

また、関東地方を中心とした約 5,500 年前の縄文時代前期中葉「黒浜式土器」の標式遺

跡としても著名な遺跡のひとつです。 

黒浜貝塚は市街化区域に立地し、また、蓮田市役所南側に隣接し豊かな自然を残した場

所に位置しています。史跡として指定された面積は、50,183.49 ㎡、市役所を一体とすると、総

面積は約 74,000 ㎡になります。この遺跡は、縄文時代の集落として窪地状広場の造成、貝

採集のための硬砂層の利用等、縄文人の具体的な行動様式などを知ることができる貴重な

歴史遺産です。 

黒浜貝塚は市役所に隣接することから、貴重な歴史遺産、自然環境学習の場として活用

するだけでなく、ウォーキングや自然散策の場として市民憩いの健康づくりゾーンともなります。今

後、市役所と一体として活用することにより、市民協働の拠点など多方面にわたる様々な活動

の場所となると考えています。 

 これまでの経緯  

平成２７年度 
椿山のムラの竹林の伐採、縄文の森の復元、住居の表示、園路の造成

が完了 

平成２８年度 
椿山のムラと宿浦のムラを連絡する擬木橋の設置、水辺の生活の場エリ

アの浚渫と水の流れの確保、樹木の植栽が完了 

平成２９年度 低地の生活の場エリアの一部と縄文の海エリアの工事が完了 

平成３０年度 宿浦のムラの造成、低地の生活の場エリアの園路路盤造成等が完了 

令和元年度 
トイレ建築、案内・解説板の設置、展示館内ガイダンスシステムの構築

が完了 

令和２年度 一部の園路舗装、史跡内ＡＲアプリケーションの作成が完了 

令和３年度 一部の園路舗装・解説板の設置が完了 

令和４年度 整備完了予定 

 今後の進め方  

令和４年度中の全面供用開始を目指し取り組んでまいります。 
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市民植樹を各年度実施予定です
※整備途中での整備状況公開、
市民植樹を各年度実施予定です

Y
=
-
1
5
,2
0 0

路

※整備最終年度には、復元された縄文
時代の自然環境と共存する遺跡空間で
縄文人が活動するイメージ画像や縄文
海進の３Ｄ画像の整備を進めます

※整備最終年度には、復元された縄文
時代の自然環境と共存する遺跡空間で
縄文人が活動するイメージ画像や縄文
海進の３Ｄ画像の整備を進めます

※将来的に３Ｄ写真などに
活用する予定です
※将来的に３Ｄ写真などに
活用する予定です

※縄文人が活動するイメージ画像や縄文
海進の３Ｄ画像は、文化財展示館で貸出
を行う予定です

※縄文人が活動するイメージ画像や縄文
海進の３Ｄ画像は、文化財展示館で貸出
を行う予定です

市役所連絡園路・
スロープ
市役所連絡園路・
スロープ

完了完了

案内・解説板の設置案内・解説板の設置

園路の造成園路の造成

住居跡の表示、園路の造成住居跡の表示、園路の造成

住居跡、貝塚の表示住居跡、貝塚の表示

28年度（完了）28年度（完了）
水辺の復元水辺の復元

ARポイントARポイント

ARポイントARポイント

ARポイントARポイント

ARポイントARポイント

ARポイントARポイント

31年度以降31年度以降

30・31年度以降30・31年度以降

29～30年度（　　　）29～30年度（　　　）完了

31年度以降

案内・解説板の設置

園路の造成

住居跡の表示、園路の造成

住居跡、貝塚の表示

平成31年3月作成

28年度（完了）
水辺の復元

ARポイント

ARポイント

ARポイント

ARポイント

ARポイント

30・31年度以降

29～30年度（　　　）
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１５．蓮田市総合文化会館ハストピアの概要          

文化活動の拠点施設となる、蓮田市総合文化会館ハストピアは、平成２８年１０月１５日に

開館し、多くの方々にご利用いただいています。 

 

 

～イベントスケジュール～ 2018 

 

  

 

 
 
 
                                     

「蓮田市５０周年記念コンサート 

五条院凌 ピアニスト」 

５月２８日(土)どきどきホール  
13：30 開場 14：00 開演          16：00 開場 17：00 開演 

 

出演 五条院凌（ピアノ） 

 

                        料金 全席指定  

2000 円                      前売り 2000 円 

                          当 日  2500 円 

 

 

 

  

建築面積 3216.58 ㎡ 

延床面積 4149.02 ㎡ 

構  造 
鉄筋コンクリート造、 

一部鉄骨造 3 階建て 

ホ ー ル 

634 席 

1 階 513 席、 

車いす席 2席（最大 18席) 

2 階 119 席(ベンチ式） 

諸  室 

多目的ルーム、和室、 

ギャラリー、創作ルーム、 

スタジオ 3 室、楽屋 3 室 

 

【外観】 【ホール客席】 

【ホール舞台（反響板設置）】 

【建築概要】 

蓮の葉ロビー 

【１階平面図】 
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１６．街路灯 LED 化について                  

市が管理している街路灯 6,084 基のうちＬＥＤ照明になっているものは、5,666 基※1で、ＬＥＤ

化率は 93.1％となっております。ＬＥＤは省電力・長寿命であることから、街路灯をＬＥＤ化するこ

とにより、電気料金及び球切れによる修繕料などの維持管理費が大幅に削減できるものです。

また、併せて二酸化炭素排出量の削減にもつながります。 

平成２９年度には、4,883 基をリース方式によるＬＥＤ照明に切り替えました。平成３０年２月

に交換工事が完了し、３月から１０年間のリース方式による維持管理を開始しています。 

今後におきましても、安心安全なまちづくりを推進してまいります。 

≪リース方式による街路灯ＬＥＤ化の概要≫ 

● 設置数 4,883 基 

● LED 街路灯借上料 令和４年度予算 7,862 千円 

リース期間 １０年間 平成３０年３月１日から令和１０年２月２９日まで 

リース期間満了後、市へ無償譲渡 

契約金額 79,257 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蛍光灯                      ＬＥＤ 

 

≪ＬＥＤ設置実績≫ 

年度 市施工による新規設置数 リース方式による設置数 

平成２９年度まで 453 基 4,883 基 

平成３０年度 44 基 0 基 

令和元年度 43 基 0 基 

令和２年度 45 基 0 基 

令和３年度 129 基 0 基 

※1 街路灯の数には、移管や寄付による６９基のＬＥＤ照明の街路灯が含まれています。 
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１７．在宅医療・在宅介護事業の推進               

 蓮田市の高齢化率（総人口に占める６５歳以上の割合）は、令和４年４月１日現在で、

32.2％です。高齢者がいつまでも住み慣れた地域で暮らせるよう、地域包括ケアシステムの構

築に取り組んでいます。 

地域包括ケアシステムの中核機関としての役割を担う地域包括支援センターは、令和３年

度に、蓮田駅西口行政センター内に１か所増設し、日常生活圏域（蓮田、黒浜、閏戸・平

野）の３か所での運営、取組みを強化しております。  

 市民の介護予防の取組みを支援します   

 新型コロナウイルス感染防止のため、外出自粛など不活

発な生活によるフレイル（心身の衰えた状態）から、要介護

状態となるリスクが高まります。フレイルを予防し、介護が必

要となる状態を避けるため、自宅で気軽に介護予防に取り

組める“ひと工夫”をまとめた冊子と介護予防体操（はすぴ

ぃ元気体操等）の DVD を配布しています。また、DVD の動

画を YouTube で配信しています。  

 高齢者の地域での活動を支援します        

高齢者が住み慣れた地域で集いの場や通いの場、活躍の場を見

つけられるよう、生活支援体制整備事業として「高齢者いきいきマッ

プ」を作成し、配布をしています。 
 高齢者が多世代と交流し、地域とつながりながら、生きがいをもって

生活していただくことを目的として推進しています。 

 市民の理解が深まるような取組みを進めます    

在宅医療・介護についての出前講座を、自治会や地域のグループ等１０人以上の団体に

向けて行っています。蓮田市オリジナルのエンディングノート「思いを伝える」を活用したＡＣＰ（ア

ドバンス・ケア・プランニング＝人生会議）の普及啓発のため、市内公共施設・集会所等で説

明会や出前講座などを開催し、説明を加えながら配布を行っています。また、在宅生活を支え

る市内の医療・介護情報をまとめた在宅医療連携ガイドを毎年更新し、３月に公表していま

す。 

 
 
        
 
 
 
 

 

 

告知や延命治療の希望、財産のことなど解説を見ながら整理できます。
意思決定が難しくなった時に備え、家族や大切な人と話し合うきっかけ
としてご活用いただくことを願っています。 

「訪問診療してくれる医
療機関は？」「24時間対応
してくれる訪問看護ステ
ーションは？」などの情報
をまとめ、市民を支える専
門職のかたに配布してい
ます。 
ホームページにも掲載し
ています。 
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１８．山ノ神沼周辺について                    

山ノ神沼東側については平成２１年度をもって整備が完了しており、市は自然環境の保全の

観点から、残りの用地取得のため、土地所有者との交渉を継続しております。令和２年５月に

個人所有地の一部についての不動産鑑定を行い、その鑑定結果をもとに用地取得に向けた交

渉に当たっておりました。令和２年１２月補正予算には山ノ神沼用地取得費を計上し、可決さ

れたのを受けて、令和３年１月に土地所有者と土地売買に関する仮契約を締結しました。その

後、公有地の拡大の推進に関する法律に関する手続きを経て、令和３年第 1 回臨時会に財

産の取得についての議案を提出し可決されました。これにより、令和３年３月３１日付で土地売

買に関する契約を締結し、沼の底地約 8,600 ㎡の用地取得が完了しました。 

今後は残りの民有地の取得を進めるとともに、山ノ神沼の貴重な水辺空間を保全・活用す

るため、周辺一帯の整備について検討してまいります。 

一方で、長年にわたり山ノ神沼の水質浄化などの環境改善に取り組んでいた「山ノ神沼を守

る会」が、令和２年度をもって解散となりました。 

 

 

１９．黒浜沼周辺の整備について                  

平成２１年度に緑のトラスト保全第１１号地として指定がなされ、トラスト保全地エリア内

87,606 ㎡のうち、71,589 ㎡（81.7％・埼玉県と蓮田市の合計）の取得が済んでおります。令和

元年度に、残っていた 16,017 ㎡のうち 15,124 ㎡について、地権者との土地売買契約を行い、

所有権移転登記が完了いたしました。 

現地では公益社団法人さいたま緑のトラスト協会や特定非営利活動法人黒浜沼周辺の

自然を大切にする会などの関係団体による保全管理が行われており、沼の南側では、黒浜沼

周辺地権者の方々と協力し、田園風景を維持するため稲作が行われております。 

平成２０年頃からは、ミシシッピアカミミガメの大量発生、また平成２５年頃からは、ハスの消失

など、自然環境の悪化（ヘドロの堆積、特定外来生物の発生等）が進み、この他にも、乾燥化

による動植物の生態系の変化なども見られます。 

今後は、数々の問題への対応策を関係団体と協議し、市も積極的に現場管理や情報発

信に努め、地元住民の方だけでなく、遠方より訪れる方々が快適に利用できるよう、環境改善

と施設整備に努めてまいります。 
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２０．環境学習館新築工事について                  

 環境学習館は、昭和４９年に地域交流施設の黒浜農村センター（鉄骨造２階建て、396㎡）

として開設しました。平成１６年度には、環境の保全に関する活動を支援するとともに、環境学

習及び情報の発信の拠点とし、地域に根ざした新しいコミュニティ形成を促進するため、環境学

習館として新たにリニューアルオープンしました。その後、平成２５年に実施された耐震診断におい

て耐震性が著しく低い事が判明したため取り壊し、平成２６年に現在の環境学習館が建設され

ました。 

現在の環境学習館（軽量鉄骨造平屋建て 134.27 ㎡、敷地面積 2,060.6 ㎡）は、平成２０

年に指定された埼玉県緑のトラスト１１号地も近いため、市内だけでなく県内各地から人々が

訪れております。今後、益々活用が期待されておりますが、建物内に研修室兼会議室が１部

屋しか無く、十分にその機能を発揮できておりません。そのため、周辺用地を買収して敷地を拡

張し（拡張後の敷地面積 6,081.19 ㎡）、コミュニティ施設の要素を兼ね備えた複合施設とした

環境学習館とすべく、建設計画を進めておりました。令和３年１月には、拡張敷地全ての用地

取得が完了しました。現在は、令和４年度の着工に向けて設計等を進めており、令和３年６月

には環境学習館建設等検討委員会も設置されました。 

新たな環境学習館は、黒浜沼をはじめとする市内に生息している生きものや生態系が学習

できるほか、市の自然環境や環境問題などについても学ぶことができるようになります。また「ふれ

あいの場」として地域の人々や各種団体が身近に、手軽に、そして多目的に利用できる地域コ

ミュニティづくりの場ともする計画です。加えて、地域の人々の教養の向上、健康の増進、生活

文化の振興、社会福祉の増進に寄与するため、各種教養講座、趣味講座、実用講座、イベ

ントなどを開催できるような施設内容を考えております。 

 

 

 

既存敷地 

令和２年度 

買収済 

令和元年度 

買収済 
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２１．はなみずき作業所新築工事について                   

昭和６３年に建築した施設は老朽化しており、利用者の安全性も考慮して施設を建て替え

る予定です。平成３０年１２月に、借地として使用しておりました施設敷地（2,059.37 ㎡）を、所

有者から購入しました。 

施設規模は、現在利用している施設や市内の他施設等を参考に、レイアウトや構造等を検

討するため、令和３年３月に基本計画を策定しました。令和３年度は、作業所建替えのための

設計を行いました。令和４年度の工事着工を予定しています。 

 
 

２２．ＪＲ宇都宮線の利便性向上について               

平成２７年３月１４日のダイヤ改正に伴い、ＪＲ宇都宮線の始発電車が５時５０分から７分早

まり、５時４３分になりました。同時に、東海道線直通の上野東京ラインが開業し、熱海方面ま

で、相互直通運転が開始されました。 

また、平成２８年３月２６日のダイヤ改正では、湘南新宿ライン下り最終電車（高崎線乗り入

れ）の大宮駅到着を２分早め、宇都宮線下り最終電車の大宮駅出発を２分遅らせることにより、

大宮駅での乗り換えが可能になりました。 

令和３年３月１３日のダイヤ改正では、すべての快速電車が蓮田駅に停車することになりまし

た。 

引き続き宇都宮線の運行時間の拡大等、利便性の向上に取り組んでまいります。 
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● 人口

● 財政（一般会計歳入歳出決算額の主なもの）

● 財政指標（普通会計決算）

※平成30年度将来負担比率…充当可能額が将来負担額よりも多いため算定されず、「－」と表示しています。

● 基金残高

1,627,400

公共施設等整備基金 973,565 1,393,756 1,623,820 1,295,984 471,085 881,118

令和２年度

財 政 調 整 基 金 1,360,602 1,408,593 1,663,757 1,863,821 1,644,628

14,530,438

将 来 負 担 比 率 26.7%

（単位：千円）

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

地方債現在高 (千円 ) 16,115,026 15,676,196 15,246,049 14,772,325 14,593,063

実 質 公 債 費 比 率 5.3% 5.4% 5.5% 5.7%

9.6%

19.4%

15.8% 4.5% - 17.9%

14.9%

88.8%

財 政 力 指 数 0.772

5.6% 5.2%

人 件 費 比 率 18.4% 20.7% 19.6% 20.4%

経 常 収 支 比 率 84.6% 87.9% 87.7% 90.2% 91.3%

0.771 0.771 0.774 0.773

1,680,613

令和２年度

0.768

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

普通建設事業費 4,053,587 1,404,852 1,239,756 1,616,890 1,708,722

1,414,868

繰出金 2,412,581 2,502,461 4,199,246 2,954,165 2,842,627 2,303,025

公債費 1,492,176 1,548,084 1,563,801 1,540,027 1,445,729

4,463,872

補助費等 1,328,807 1,268,070 1,307,264 1,382,414 2,248,672 8,170,402

扶助費 3,859,256 4,153,587 4,004,165 4,087,165 4,183,908

(776,361)

人件費 3,632,719 3,595,619 3,713,553 3,739,171 3,737,380 3,939,214

　（臨時財政対策債） (1,004,206) (855,729) (935,233) (891,782) (774,706)

2,595,837

市債 1,982,706 1,002,629 1,049,933 997,782 1,212,206 1,308,361

地方交付税 2,285,308 2,284,902 2,266,017 2,241,127 2,363,965

(3,680,428)

地方譲与税 151,881 150,559 150,100 151,255 153,219 154,434

　（個人市民税） (3,653,588) (3,709,244) (3,738,777) (3,714,767) (3,694,085)

27,957,161

市税 8,006,544 8,061,976 8,296,958 8,155,943 8,174,861 8,184,626

歳入総額 20,876,267 18,360,236 20,248,639 19,295,438 20,355,556

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

13,137 人 ( 20.5% ) 16,438 人 ( 26.0% ) 19,775 人

（単位：千円）

( 10.9% )

( 57.1% )

( 32.0% )

１５歳～６４歳 42,876 人 ( 67.0% ) 39,282 人 ( 62.0% ) 35,283 人

６５歳以上

計 64,028 人 63,321 人 61,761 人

１４歳以下 8,015 人 ( 12.5% ) 7,601 人 ( 12.0% ) 6,703 人

２３．蓮田市の財政状況

平成20年4月1日現在 平成25年4月1日現在 令和3年4月1日現在

5,145森 林 環 境 整 備 基 金 - - - - -
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● 特別会計（歳入決算額）

● 公営企業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

人 件 費 比 率
歳出総額中に占める人件費の割合を示す指標。
この数値が低いほど財政運営に弾力性があることになる。

実 質 公 債 費 比 率

実質的な公債費（地方債の元利償還金）が財政に及ぼす負担を表す指標。
地方税、普通交付税のように使途が特定されていない経常的に収入される財源のう
ち、公債費や公営企業債に対する繰出金など公債費に準ずるものを含めた実質的な
公債費相当額に充当されたものの占める割合。この数値が低いほど，財政構造の弾
力性があることになる。

将 来 負 担 比 率
市債や退職手当など将来払わなければならない金額が、市の財政規模に対してどの
程度のものかを表す指標。
比率が低いほど財政状況が健全なことになる。

【参考】財政指標の解説

財 政 力 指 数
財政基盤の強さを示す指標。
標準的な行政活動を行う財源をどのくらい自力で調達できるかを示し、この数値が
「１」に近く、あるいは「１」を超えるほど財源に余裕があることになる。

経 常 収 支 比 率

財政構造の弾力性を判断する指標。
人件費、物件費、公債費等の経常的経費に、市税、地方交付税など経常的収入の一
般財源がどの程度充当されているかを示し、この数値が低いほど財政構造に弾力性
があることになる。

649,008    515,523    

860,567    786,520    

1,316,205  

1,218,353  1,218,817  

下
水
道
事
業

1,312,021  

1,152,006  1,165,083  

230,299    149,770    

264,065 433,434 338,598 475,261    448,478    442,905    

1,319,041  

77,379 139,038 81,282 231,598    

1,232,879  

1,156,422 1,113,942 1,118,330 1,152,005  

合計

水
道
事
業

1,207,362 1,186,953 1,251,395 1,326,742  

15,698,111 15,970,488 18,006,104 15,167,641

（単位：千円）

区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

14,128,760

12,713

1,561,800

14,123,319

蓮田駅西口第一種
市街地再開発事業

156,399 142,403 1,773,562 564,354 1,473,015

黒浜土地
区画整理事業

240,074 199,942 238,972 25,088 18,450

馬込下蓮田土地
区画整理事業

79,151 71,557 55,940

農業集落排水事業 176,006 203,460 196,636 207,904

5,381,040

下水道事業 1,352,142 1,324,341 1,299,781 1,380,924

介護保険 4,215,557 4,533,064 4,797,117 4,949,302 5,179,070

6,194,196

後期高齢者医療 737,882 785,806 854,215 888,494 939,167 973,570

国民健康保険 8,740,900 8,709,915 8,789,881 7,151,575 6,519,058

（単位：千円）

区 分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

26


	00 レジュメR0404 - コピー
	R04.04.24完成
	00 レジュメR0404
	01 新型コロナウイルス対策(健）R0404更新
	02-1 西口再開発事業①R0402更新
	02-2 西口再開発事業②R0306
	03 蓮田SA・スマートR0404更新
	04 高虫西部地区産業団地(産業団地整備課)R0401更新
	05-07 西口(道)・蓮田鴻巣(都)・蓮田杉戸(道)R0401更新
	08-09 東埼玉病院(道路・みどり)松韻ﾊﾞｽ(都市)R0404更新
	10 閏戸地区計画概要(農政課)R0312更新
	11 シルバー建設工事(庶務)R0401
	12 保育園建設計画(子ども)R0404
	13 小・中学校状況(学校教育)（教総）R0404更新
	14-1 黒浜貝塚整備（社会教育課）R0404更新
	14-2 ◎国指定史跡黒浜貝塚1 R0207更新
	14-3 ◎国指定史跡黒浜貝塚2
	15 ハストピア概要(文スポ)R0404
	16 街路灯LED化(自治振興)R0404更新
	17 在宅医療介護課R0404更新
	18-19 山ノ神・黒浜沼(環境)R0306
	20 環境学習館工事(環境)R0402
	21-22 はなみずき（福祉）上野東京ライン(都市計)R0404
	23財政状況R0306
	R3.10





